
　

10
月
28
日
、「
八
尾
駅
前

キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
起
工
式
が

行
わ
れ
た
。
市
長
代
理
、
理

事
長
ら
関
係
者
約
80
名
が
見

守
る
中
、
鍬く

わ
い
れ入
之
儀
な
ど
の

神
事
を
執
り
行
い
安
全
を
祈

願
し
た
。
完
成
は
２
０
１
１

年
11
月
、
開
校
は
２
０
１
２

年
４
月
予
定
。

　

地
上
12
階
建
て
、
高
さ
約

60
メ
ー
ル
、
最
上
階
は
ユ
ニ

ー
ク
な
楕
円
形
で
、
新
た
な

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
都
市

型
キ
ャ
ン
パ
ス
。
２
機
の
シ

ー
ス
ル
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

設
置
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
３
階

層
分
が
見
通
せ
る
広
が
り
の

あ
る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
プ
ラ
ザ

な
ど
、
洗
練
さ
れ
た
外
観
デ

ザ
イ
ン
。
建
物
ト
ッ
プ
は
宇

宙
船
を
思
わ
せ
る
斬
新
な
デ

ザ
イ
ン
の
楕
円
を
用
い
て
、

建
学
の
理
念
「
社
会
の
両
輪

で
あ
る
経
済
と
法
律
」
を
シ

ン
ボ
リ
ッ
ク
に
表
現
し
て
い

る
。

　

現
在
、
同
大
学
の
メ
イ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
は
最
寄
り
駅
か

ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
15
分
を

要
し
て
い
る
が
、
新
キ
ャ
ン

パ
ス
は
近
鉄
八
尾
駅
か
ら
徒

歩
五
分
。
学
生
の
利
便
性
だ

け
で
な
く
、
地
の
利
を
活
か

し
た「
地
域
と
の
連
携
に
よ

る
社
会
貢
献
」を
目
指
す
同

校
へ
の
期
待
は
一
層
大
き

い
。
八
尾
市
の
文
化
発
信
力

が
さ
ら
に
広
ま
る
だ
ろ
う
。

　

藤
田
氏
は
１
９
３
４
（
昭

和
９
）
年
生
ま
れ
。
昭
和
33

年
に
八
尾
に
移
り
住
ん
で
以

来
50
年
、
洋
画
家
と
し
て
永

き
に
わ
た
り
河
内
を
中
心

に
自
然
や
町
並
み
を
描
き
続

け
、
昭
和
63
年
に
は
八
尾
市

文
化
会
館
の
開
館
に
際
し
、

大
ホ
ー
ル
の
緞
帳
原
画
に
氏

の
作
品
が
選
出
さ
れ
る
な

ど
、高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

ま
た
、
八
尾
を
テ
ー
マ
に
し

10

た
画
集
の
出
版
な
ど
を
行
う

一
方
で
、
数
多
く
の
個
展
を

開
催
す
る
な
ど
、
多
く
の
人

が
気
軽
に
文
化
芸
術
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
提

供
し
て
き
た
。

　

そ
の
他
、
画
家
と
し
て
の

創
作
活
動
に
留
ま
ら
ず
、
昭

和
40
年
か
ら
、
現
在
の
桂
人

権
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

や
桂
青
少
年
会
館
で
絵
画
教

室
の
講
師
を
46
年
間
務
め
て

お
り
、
本
年
４
月
か
ら
は
曙

川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
新
た
に
講
座
を
開

く
な
ど
、
数
多
く
の
児
童
や

幅
広
い
年
代
層
の
市
民
へ
の

　

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

な
ど
を
紹
介
し
、
多
く
の
人

に
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
て
も
ら
お
う
と
、

10
月
31
日
、
山
本
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
山
本
町
１
）

で
「
地
域
の
み
ら
い
を
考
え

る
集
い
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
集
い
は
「
地
域
発
、

ま
ち
の
今  

そ
し
て
明
日
」

を
テ
ー
マ
に
、
地
域
で
の
主

体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
サ
ポ
ー
タ
ー
役
で

あ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

ス
タ
ッ
フ
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
根
付
い
た
活
動
な

ど
を
起
点
に
、
地
域
の
つ
な

が
り
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
住
民
と
一
緒
に
考
え
て

い
こ
う
と
開
か
れ
た
も
の
。

当
日
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関

心
の
高
い
市
民
ら
約
90
人
が

参
加
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
ス
タ

ッ
フ
は
、
平
成
20
年
度
に
本

庁
や
各
出
張
所
に
配
属
さ

れ
、
地
域
活
動
と
行
政
、
地

域
内
外
の
人
、
団
体
、
事
業

所
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
築
き
、
地
域
の
資
源
や
住

民
の
力
を
最
大
に
生
か
し
た

そ
の
ま
ち
ら
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
を
支
援
し
て
お

り
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た

き
め
細
や
か
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
回
は
そ
の

活
動
か
ら
見
え
て
き
た
地
域

の
つ
な
が
り
や
住
民
同
士
の

絆
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て

の
報
告
も
行
わ
れ
た
。
高
安

地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
時と

き
た
け武 

巌い
わ
お

氏
は
「
地
域
の
日
常
生
活
や

活
動
を
も
っ
と
知
り
、
地
域

と
の
信
頼
関
係
を
築
い
て
い

き
た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を

語
っ
て
い
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
小
松
照
明
八
尾
市

自
治
進
行
委
員
会
会
長
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
曙
川
代
表
中
西

恵
美
子
氏
ら
地
域
活
動
に
携

わ
る
人
や
市
職
員
ら
５
人
が

パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
り
、
久
宝

寺
地
区
で
の
取
り
組
み
で
、

地
域
に
お
け
る
ど
ん
な
些
細

な
問
題
や
要
望
で
も
言
い
合

え
る
場
と
し
て
設
け
ら
れ
て

い
る
「
何
で
も
言
わ
ん
会
」

で
改
善
さ
れ
た
公
園
・
交
通

マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
の
向
上
の

事
例
や
、
曙
川
地
区
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
昼
食

を
囲
み
高
齢
者
同
士
や
地
域

住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
を

図
る
「
ふ
れ
あ
い
給
食
サ
ー

ビ
ス
活
動
」の
紹
介
の
ほ
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
や

後
継
者
の
確
保
や
育
成
の
問

み
ん
な
で
考
え
よ
う

地
域
の
未
来

八
尾
市
文
化
賞
に  

洋
画
家
の
藤
田
尚
保
氏

絵
画
指
導
を
続
け
て
い
る
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
河
内
の

自
然
や
町
並
み
の
す
ば
ら
し

さ
を
多
く
の
人
に
広
め
、
ま

た
文
化
芸
術
の
裾
野
を
広
げ

る
な
ど
、
市
の
文
化
振
興
に

果
た
し
て
き
た
藤
田
氏
の
功

績
を
称
え
た
も
の
。

　

八
尾
市
の
文
化
賞
は
昭
和

32
年
に
創
設
さ
れ
、
作
家
の

故
・
今
東
光
氏
を
は
じ
め
、

書
家
の
故
・
榊
莫
山
氏
、
演

歌
歌
手
の
天
童
よ
し
み
氏
な

ど
64
人
、９
団
体
、１
組
が
こ

れ
ま
で
に
受
賞
し
て
い
る
。

　

式
典
で
は
、
藤
田
氏
を
含

め
、
市
政
や
福
祉
、
文
化
、

教
育
な
ど
に
功
労
の
あ
っ
た

市
長
表
彰
85
人
、
６
団
体
、

教
育
委
員
会
表
彰
24
人
、
７

団
体
の
計
１
０
９
人
、
13
団

体
が
表
彰
さ
れ
た
。

市文化賞が決まった洋画家の藤田尚保氏（右）

題
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し

た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
ら
は
、
自

分
た
ち
の
ま
ち
を
良
い
も
の

に
し
た
い
と
熱
心
に
意
見
を

交
わ
し
た
。

　

参
加
し
た
竹
元
紀
子
さ
ん

は
、「
他
地
区
の
活
動
や
取

り
組
み
な
ど
を
知
る
こ
と
が

で
き
て
参
考
に
な
っ
た
。
ま

ち
づ
く
り
は
人
に
任
せ
っ
ぱ

な
し
に
す
る
の
で
は
な
く
、

み
ん
な
で
考
え
て
参
加
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
」
と
話
し

て
い
た
。

　

東
大
阪
市
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方

の
生
活
状
況
を
把
握
し
、
必
要
な
時
に
、
早
め
に
ご

相
談
い
た
だ
け
る
よ
う
、
平
成
22
年
９
月
１
日
現
在

で
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
世
帯
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

利
用
を
さ
れ
て
い
な
い
方
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
地
域
に
よ
り
３
回
に
分
け
て
発

送
い
た
し
ま
す
。

　

１
回
目
の
発
送
は
10
月
中
旬
に
終
了
し
ま
し
た
が
、

今
後
の
発
送
予
定
は
概
ね
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
が
届
い
た
方
は
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
２
回
目
ア
ン
ケ
ー
ト
（
11
月
中
旬
発
送
予
定
）

　

新
町
、鷹
殿
町
、宝
町
、立
花
町
、豊
浦
町
、南
荘
町
、

額
田
町
、
箱
殿
町
、
東
豊
浦
町
、
東
山
町
、
山
手
町
、

弥
生
町
、
旭
町
、
出
雲
井
町
、
出
雲
井
本
町
、
河
内

町
、
客
坊
町
、
喜
里
川
町
、
五
条
町
、
桜
町
、
神
田
町
、

昭
和
町
、
鳥
居
町
、
本
町
、
玉
串
町
西
、
玉
串
町
東
、

玉
串
元
町
、
花
園
西
町
、
花
園
東
町
、
花
園
本
町
、

島
之
内
、
松
原
、
松
原
南
、
水
走
、
吉
田
、
吉
田
下
島
、

吉
田
本
町
、
金
物
町
、
下
小
阪
、
小
阪
本
町
、
上
小

阪
、
西
上
小
阪
、
新
上
小
阪
、
東
上
小
阪
、
南
上
小
阪
、

中
小
阪
、
宝
持
、
足
代
北
、
足
代
新
町
、
荒
川
、
永
和
、

新
喜
多
、
高
井
田
、
高
井
田
中
、
高
井
田
西
、
高
井

田
本
通
、
高
井
田
元
町
、
長
栄
寺
、
長
堂

■
３
回
目
ア
ン
ケ
ー
ド
（
１
月
上
旬
発
送
予
定
）

　

四
条
町
、
上
四
条
町
、
南
四
条
町
、
新
池
島
町
、

末
広
町
、
瓢
箪
山
町
、
若
草
町
、
池
島
町
、
御
幸
町
、

上
六
万
寺
町
、
下
六
万
寺
町
、
六
万
寺
町
、
横
小
路
町
、

今
米
、加
納
、川
田
、鴻
池
町
、中
鴻
池
町
、東
鴻
池
町
、

北
鴻
池
町
、
南
鴻
池
町
、
鴻
池
徳
庵
町
、
鴻
池
本
町
、

鴻
池
元
町
、
新
鴻
池
町
、
西
鴻
池
町
、
中
新
開
、
吉
原
、

新
庄
、
新
庄
西
、
新
庄
東
、
新
庄
南
、
中
野
、
中
野
南
、

三
島
、
川
中
、
本
庄
、
本
庄
中
、
本
庄
西
、
本
庄
東
、

西
鴻
池
町
、
箕
輪
、
古
箕
輪
、
横
枕
、
横
枕
西
、
横

枕
南
、
小
阪
、
新
家
、
新
家
中
町
、
新
家
西
町
、
新

家
東
町
、
長
田
、
長
田
中
、
長
田
西
、
長
田
東
、
西
堤
、

西
堤
学
園
町
、
西
堤
楠
町
、
西
堤
西
、
西
堤
本
通
西
、

西
堤
本
通
東
、
菱
屋
西
、
藤
戸
新
田
、
御
厨
、
御
厨

栄
町
、
御
厨
中
、
御
厨
西
ノ
町
、
御
厨
南
、
御
厨
東
、

稲
田
上
町
、
稲
田
新
町
、
稲
田
本
町
、
稲
田
三
島
町
、

楠
根
、
七
軒
家
、
徳
庵
本
町
、
森
河
内
西
、
森
河
内
東
、

川
俣
、
川
俣
本
町

※
右
記
以
外
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
10
月
中
旬
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
お
送
り
し
ま
し
た
。
ご
回
答
が
ま
だ
の
場
合
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
答
期
日
が
過
ぎ
て
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、

ぜ
ひ
ご
返
送
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

東
大
阪
市
健
康
福
祉
局
高
齢
介
護
室
高
齢
介
護
課
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文
学
や
芸
術
、
芸
能
、
学
術
な
ど
市
民
文
化
の
発
展
に
貢
献
し
た
市
民
を
表
彰
す
る

平
成
22
年
八
尾
市
文
化
賞
に
、
同
市
志
紀
町
在
住
で
洋
画
家
の
藤
田
尚な

お
や
す保
氏
（
75
歳
）

が
選
ば
れ
、
３
日
、
八
尾
市
文
化
会
館
（
光
町
２
）
で
行
わ
れ
た
文
化
の
日
の
表
彰
式

典
で
表
彰
さ
れ
た
。

大阪経済法科大学の
新キャンパス起工式

「
地
域
の
み
ら
い
を
考
え
る
集
い
」開
催

「地域のみらいを考える集い」の様子

　

東
大
阪
市
内
か
ら
出
土
し

た
陶
磁
器
類
の
実
物
資
料
を

展
示
し
た
特
別
展
示
「
陶
磁

器
が
語
る
東
大
阪
と
他
地
域

と
の
交
流
」
が
東
大
阪
市
立

郷
土
博
物
館
（
同
市
上
四
条

町
）
で
12
月
５
日
ま
で
開
か

れ
て
い
る
。
開
館
時
間
は
午

前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

30
分
ま
で
。
月
曜
日
と
祝
日

の
翌
日
は
休
館
。
観
覧
料
は

一
般
１
０
０
円
、高
校
・
大
学

生
50
円
、小
・
中
学
生
30
円
。

　

東
大
阪
は
奈
良
街
道
や
東

高
野
街
道
な
ど
の
陸
路
や
大

和
川
の
水
路
な
ど
に
よ
っ
て

各
地
と
つ
な
が
り
が
あ
り
、

市
内
の
遺
跡
な
ど
か
ら
は
国

内
外
の
様
々
な
地
域
で
生
産

さ
れ
た
陶
磁
器
が
出
土
し
て

い
る
。今
回
の
特
別
展
示
は
、

８
世
紀
か
ら
19
世
紀
に
国
内

外
の
各
地
で
生
産
さ
れ
東
大

阪
に
運
ば
れ
た
陶
磁
器
を
通

し
て
東
大
阪
と
他
地
域
と
の

交
流
を
考
え
て
も
ら
お
う
と

同
館
が
企
画
。

　

会
場
に
は
、
国
内
外
で
生

産
さ
れ
市
内
の
遺
跡
な
ど
か

ら
出
土
し
た
陶
磁
器
約
１
２

０
点
が
時
代
順
に
展
示
さ
れ

て
い
る
。
８
世
紀
か
ら
11
世

紀
ま
で
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

緑
っ
ぽ
い
光
沢
を
帯
び
た
緑り

ょ
く

釉ゆ
う

陶
器
が
特
徴
の
山
城
産
の

皿（
西
ノ
辻
遺
跡
出
土
）や
碗

（
神こ

う
な
み並
遺
跡
出
土
）、
壷
の

足
の
一
部
で
あ
る
中
国
産

の
四し

そ
く
こ
足
壷（
若
江
遺
跡
出
土
）

な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

12
世
紀
か
ら
16
世
紀
中
頃
ま

で
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
国
内

で
は
大
型
陶
器
を
生
産
す
る

よ
う
に
な
り
高
さ
約
80
㎝
、

口
径
約
50
㎝
の
常と

こ
な
め滑
産
の
甕か

め

（
神
並
遺
跡
出
土
）や
中
国
産

の
青せ

い

じ磁
碗（
客
坊
山
遺
跡
群

出
土
）な
ど
も
展
示
。
16
世

紀
後
半
か
ら
19
世
紀
ま
で
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
肥
前
産
の

鉢
（
若
江
遺
跡
出
土
）
や
瀬

戸
産
の
茶
碗
（
同
）な
ど
九

州
か
ら
東
海
地
方
で
生
産

さ
れ
た
陶
磁
器
、
壷
の
周
囲

に
持
ち
手
の
あ
る
タ
イ
産
の

四し

じ

こ

耳
壷
（
水
走
地
域
出
土
）

な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、

時
代
と
と
も
に
国
内
外
の
交

流
の
広
が
り
を
感
じ
取
れ
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

郷
土
博
物
館
へ
は
、
近
鉄

奈
良
線
瓢
箪
山
駅
下
車
、
東

へ
約
１
・
３
㎞
。（
☎
０
７
２

・

９
８
４

・６
３
４
１
）

東大阪市立
郷土博物館

出
土
し
た
陶
磁
器

実
物
資
料
を
展
示

八 尾 市

挨拶する金澤俊孝理事長


